
第７６回 石川県中学校軟式野球大会  

 

１ 主  催  石川県中学校体育連盟    石川県教育委員会       石川県野球協会 

        金沢市市教育委員会     かほく市教育委員会 

 

２ 主  管  金沢市中学校体育連盟    河北郡市中学校体育連盟 

加賀地区中学校体育連盟   石川県中学校体育連盟軟式野球競技部 

 

３ 期  日  令和５年 ７月１５日(土)  Ａ面，Ｂ面共に  8:30  10:30  12:30  14:30 

             ７月１６日(日)  Ａ面，Ｂ面共に  8:30  10:30 

             ７月１７日(月祝) Ａ面 準決勝 8:30  10：30  決勝 13:00 

７月１８日(火)  予備日 

 

４ 会  場  Ａ面 金沢市民野球場 

〒920-0012 金沢市磯部町ニ 45 番地 TEL:076-251-8189 

Ｂ面 かほく市高松野球場 

〒929-1214 かほく市内高松オ 1 番地 TEL:076-282-5479 

 

５ 競技方法 

 1) 全試合ト－ナメント方式とし，各試合は７イニングスとする。 

 2) 得点差によるコールドゲームは，５回以降７点差の場合に適用する。決勝戦も同様とする。 

 3) ７回で勝敗が決しない時には，次のような特別延長戦を行う。 

 ［特別延長戦］継続打順で前回の最終打者を１塁走者とし，その前の打者を２塁走者として無死一，

二塁の状態にして１イニング行い，得点の多いチ－ムを勝ちとする。なお勝敗が決し

ない場合は，以後継続打順でこれを繰り返すこととする。 

4) 雨天順延とする。降雨などによるコールドゲームは，５回以降の場合は試合成立とし，同点の場合

かそれ以前は，継続試合とする。 

 

６ 競技規則   

1) ２０２３年公認野球規則及び大会特別規程による。記載のない事項は，（公財）全日本軟式野球連

盟競技者必携による。 

2) 使用球は，（公財）全日本軟式野球連盟公認M号球とする。 

3) その他の使用器具は，（公財）全日本軟式野球連盟公認のものとし，石川県中学校体育連盟軟式野

球専門部の用具・装具規定及び運用規定に従う。 

4) 障害予防の観点から，投手の投球制限を以下のように設ける。 

・大会中の 1 日の投球数を 100 球以内とする。試合中に 100 球に到達した場合は，その打者が打撃

を完了するまで投球できる。 

・会期中の投球数は 350 球までとする。会期内に 350 球に到達した場合は，その打者が打撃を完了

するまで投球することができる。 

 

７ 参加規定 

 1) 加賀地区 12 チーム，能登地区４チームの合計 16 チームとする。 

  2) 県体の抽選をしたチームが，全日本少年軟式野球大会（横浜）出場となった場合，ブロック大会の

代表決定戦で敗れたチームを補欠校とする。 

3) 参加チームの資格は，全国中学校軟式野球大会参加規定に準ずる。 

4) １チームの編成は，監督（中学校の場合は引率責任者，地域クラブの場合は代表者，指導者）１名，

スコアラー１名（生徒のみ），選手９名以上１８名以内とする。この他にコーチを２名追加するこ

とができる。但し，中学校の場合は外部指導者（コーチ）がコーチに入る場合は１名までとし，こ

の場合の教員の追加は１名までの計２２名以内とする。地域クラブのコーチは，該当する地域ク

ラブの代表者，指導者であること。監督の背番号は「３０」，コーチでユニホームを着用する場合

の背番号は「２９」「２８」とする。コーチ登録の有無は各チームに一任する。 

 



８ 参加申込 

1) 参加申込書に参加料を添えて郡市中体連事務局へ期日までに提出すること。 

 2) 各郡市中体連事務局は申し込みを取りまとめ，参加料を添えて県中体連事務局へ期日までに提出する。 

3) 地域クラブからの参加申し込みについては，参加申込書の原本を県中体連事務局に直接提出とし，

写しを県中体連軟式野球競技専門委員長に送付（電子媒体可）する。参加申し込みの際には，全国

中学校軟式野球大会参加規定にある指導者資格，審判資格を有していることが明らかとなる書類等

の写しも添えて提出すること。 

 

９ 参 加 料   参加登録選手１名につき１，０００円とする。 

 

10 表  彰  １位 優勝旗・賞状   ２位 カップ・賞状   ３位 賞状 

 

11 北信越大会の出場について  上位２チ－ムは北信越中学校総合競技大会の出場権を得る。 

 

12 全国大会に出場した団体は，大会出場報告書を提出すること（様式 F‐1，2 または様式 G‐1，2）。 

 

13  その他 大会での怪我に対する対処は応急手当のみ行う。 

 


